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ア
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縁
2
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ｘ
4
0

ビ
ス
ど
め

①
ア
ル
ミ
柱
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
取
り
付
け
る
。

②
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ア
ル
ミ
胴
縁
2
5
ｘ
4
0
を
取
り
付
け
る
。

ア
ル
ミ
柱
の
前
面
の
端
に
C
型
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
取
り
付
け
ま
す
。
取
付
け
る
位
置
は
柱
の
上
面
か
ら

5
0
m
m
下
が
っ
た
所
で
す
。
H
=
1
8
0
0
の
場
合
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
本
に
つ
き
ビ
ス
ど
め
4
ヶ
所
で
す
。

間
柱
に
C
型
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
使
い
ま
せ
ん
。

※
4
ｘ
1
6
(
茶
)
ビ
ス
使
用

下
胴
縁
は
表
側
か
ら
2
本
ず
つ
ビ
ス
ど
め
し
ま
す
。
上
胴
縁
は
後
の
高
さ
調
整
の
た
め
に
1
本
仮
止
め

し
ま
す
。
　
※
4
ｘ
1
6
(
茶
)
ビ
ス
使
用

間
柱
部
は
ア
ル
ミ
胴
縁
2
5
x
4
0
を
直
接
ア
ル
ミ
柱
に
ビ
ス
ど
め
し
ま
す
。
　
※
4
ｘ
3
5
(
茶
)
ビ
ス
使
用

注
：
ア
ル
ミ
胴
縁
を
間
柱
に
取
り
付
け
る
際
に
は
、
下
穴
を
開
け
て
か
ら
ビ
ス
ど
め
し
て
下
さ
い
。

注
：
ア
ル
ミ
胴
縁
と
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
間
に
隙
間
が
出
来
な
い
よ
う
に
ビ
ス
ど
め
し
て
下
さ
い
。

(
H
=
1
5
0
0
以
上
は
胴
縁
3
段
、
H
=
1
5
0
0
未
満
は
上
下
の
み
の
胴
縁
2
段
に
な
り
ま
す
)
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H=1800の
場
合

(茶
竹
仕
様
の
場
合
、
ビ
ス
は
す
べ
て
茶
色
を
使
用
し
ま
す
)
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簾
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せ
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イ
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立
子

立
子

③
下
胴
縁
に
立
子
を
取
り
付
け
る

場
合
、
L
=
1
8
3
0
が
標
準
で
す
。

ビ
ス
ど
め
し
ま
す
。
間
柱
の
前
に
も
立
子
を
取
り
付
け
ま
す
。
立
子
の
長
さ
は
、
御
簾
垣
が
H
=
1
8
0
0
の

下
胴
縁
に
立
子
(
丸
竹
2
5
φ
)
を
ビ
ス
ど
め
し
ま
す
。
1
箇
所
に
つ
き
、
表
側
と
裏
側
に
立
子
を
2
本
ず
つ

※
4
ｘ
3
5
(
黄
)
ビ
ス
使
用

④
組
子
を
入
れ
込
む

組
子
(
丸
竹
2
5
φ
)
を
下
か
ら
順
に
入
れ
込
み
ま
す
。
途
中
で
表
の
立
子
と
裏
の
立
子
を
銅
線
を
使
っ
て

縛
り
ま
す
。
銅
線
2
本
を
斜
め
掛
け
に
し
、
表
と
裏
の
立
子
で
組
子
を
強
く
挟
み
こ
む
よ
う
に
し
っ
か
り

縛
り
ま
す
。
間
柱
部
は
銅
線
を
縛
る
前
に
縛
る
箇
所
の
組
子
を
直
接
間
柱
に
ビ
ス
ど
め
し
て
お
き
ま
す

下
か
ら
約
9
0
0
m
m
の
位
置
に
中
胴
縁
を
入
れ
、
両
端
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
部
と
立
子
部
を
ビ
ス
ど
め
し
ま
す
。

間
柱
部
は
直
接
ア
ル
ミ
胴
縁
を
柱
に
ビ
ス
ど
め
し
ま
す
。
※
銅
線
･
4
ｘ
3
5
(
黄
)
･
4
ｘ
1
6
(
茶
)
ビ
ス
使
用

注
：
さ
ら
に
長
い
距
離
の
場
合
は
、
丸
竹
ｼ
ﾞ
ｮ
ｲ
ﾝ
ﾄ
と
胴
縁
ｼ
ﾞ
ｮ
ｲ
ﾝ
ﾄ
を
使
用
し
延
長
し
ま
す
。
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３
３
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仕
様
の
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ビ
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は
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て
茶
色
を
使
用
し
ま
す
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⑤
上
胴
縁
を
固
定
し
両
端
に
立
子
を
取
り
付
け
る

⑥
人
工
棕
櫚
縄
で
縛
る

上
ま
で
組
子
を
入
れ
込
ん
だ
ら
、
上
胴
縁
と
組
子
の
隙
間
が
出
来
な
い
よ
う
に
上
胴
縁
を
上
下
さ
せ

調
整
し
ま
す
。
両
端
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
部
と
立
子
部
を
ビ
ス
ど
め
し
、
上
胴
縁
の
固
定
が
終
わ
っ
た
ら

両
端
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
部
分
を
隠
す
よ
う
に
、
立
子
を
取
り
付
け
ま
す
。

銅
線
の
縛
っ
て
あ
る
箇
所
に
棕
櫚
縄
を
通
し
て
結
び
ま
す
。

最
後
に
柱
キ
ャ
ッ
プ
、
立
子
キ
ャ
ッ
プ
を
し
て
完
成
で
す
。

※
棕
櫚
縄
の
結
び
方
は
別
紙
参
照

株
式
会
社
エ
ク
ス
タ
イ
ル

施
工
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

TEL ０
７
７
６
－
３
８
－
２
５
３
３

施
工
説
明
書

御
簾
垣
　
柱
を
見
せ
な
い
タ
イ
プ

H=1800の
場
合

(
茶
竹
仕
様
の
場
合
、
ビ
ス
は
す
べ
て
茶
色
を
使
用
し
ま
す
)  

人
工
棕
櫚
縄
の
切
り
口
は
、
バ
ー
ナ
ー
等
で
少
し
熱
を
加
え
る
と
ほ
づ
れ
が
防
止
で
き
ま
す
。

※
4
×
4
0
（
黄
）
・
4
ｘ
3
5
(
黄
)
ビ
ス
･
4
ｘ
1
6
(
茶
)
ビ
ス
使
用
　

4
×
4
0
（
黄
）
ビ
ス

4
×
3
5
（
黄
）
ビ
ス


